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【目的】スジエビ Palaemon paucidens には遺伝的に異なる 2 タイプ（A
と B）が知られているが、簡便に判別できるマーカーがない。両タイプ

を簡便に判別できる核 DNA マーカーを開発するとともに、これら 2 タ

イプの日本における分布実態を把握することを目的とした。 
【方法】過去のアロザイム分析によって A タイプが分布するとされる

多摩川（東京）、琵琶湖（滋賀）、芦田川（広島）、B タイプが分布する

とされる清澄川（千葉）、一湊川（鹿児島）各 2 個体、計 10 個体の 18S 
rDNA の塩基配列を決定し、タイプ間の塩基置換を探索した。タイプ間

の塩基置換に基づくマルチプレックス PCR 法を開発し、日本における

本種の分布範囲を網羅する地点で採集した個体を分析した。 
【結果】マルチプレックス PCR により A 及び B タイプそれぞれに特

有の断片が増幅され、両タイプは簡便に判別できることが示された。

北海道から九州にわたる43湖沼及び105河川の153地点で採集した395
個体を分析したところ、各タイプ特有の断片を併せ持つ個体、すなわ

ちヘテロ型は観察されず、A と B タイプは生殖隔離しているものと考

えられた。A タイプは河川及び湖沼に分布する一方、B タイプは河川の

みで見られた。河川においては両タイプともに河口付近から見られた

が、ほとんどの地点で片方のタイプだけが検出され両タイプが同所で

採集されたケースは保田川（千葉）下流のみであった。瀬戸内海に注

ぐ 21 河川や九州北部有明海奥の 3 河川及び伊万里湾奥の 1 河川では A
タイプのみが、九州南部宮崎から鹿児島の 9 河川と北海道の 5 河川で

は B タイプのみが見られた。標高が 50m、河口からの距離が 20km を

超える地点では B タイプが見られなかった。 


